
滑川市立北加積小学校 学校だより 第６号               令和６年１０月１５日（火）発行 

【 学校の教育目標 】 

「豊かな心をもち、意欲をもって生きる子供の育成」  

［や る 気］  自ら進んで学習する子供 

［思いやり]   明るく思いやりのある子供 

［元 気]   心身ともにたくましい子供 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 月 中 旬～ １１ 月 の 主 な 行 事 

最後まであきらめず、笑顔あふれる楽しい秋季運動会 
9 月２８日（土）の秋季運動会では、たくさんのご声援をありがとうございました。ま

た、PTAの皆様には、準備や片付けにご協力くださり、ありがとうございました。 
子供たちは「団結～1 人 1 人が主役！！最後まであきらめず、笑顔あふれる楽しい運動

会にしよう～」のスローガンのもと、団のために自分は何ができるのかを考え、たくさんの
努力をしてきました。その結果、運動会は子供たちだけでなく、応援に駆けつけてくださっ
た地域の方や保護者の皆様の笑顔が満開となり、みんなで楽しむことができました。今年
度の秋季運動会も大成功を収めることができました。 

総合優勝･･･････黄団 総合次勝･･･････青団 

応援の部優勝･･･青団 応援の部次勝･･･黄団 

アイディア賞･･･白団 ハツラツ賞･････赤団 

 



 

 

 

「週末親子読書」の取組の紹介 

 9 月末より、週末に「親子読書」の取組を行うことになりました。これは、週末に親子で読書をする時

間をとってもらうという取組です。取組の形として「子供が家の人に読んであげる」「家の人に読んでもら

う」「親子で同じ本を読む」「同じ時間にそれぞれ読書をする」等があり、各家庭で選んでもらいます。今

回は、親子読書をされての保護者の方の感想を掲載しました。 

～１年生～ 

おすすめの本：「ふわふわちくちく」 

 この絵本では、自分と相手の心が温かくなる‟ふわ

ふわことば”と、相手と自分の心が痛くなる‟ちくち

くことば”を分かりやすく、楽しみながら学べる絵本

です。子供だけではなく、親としても子供への言葉

がけを考えさせられます。とてもオススメです。 

 いつもは妹と３人で読んで絵本を読むことが多い

ですが、本の内容を話しながら、親子でじっくりと

楽しんで本を読むことができ、貴重な２人時間とな

りました。 

～２年生～ 
・子供が選んだ本を読むのは、とても新鮮で、な

ぜこの本を選んだのか、何を思ったのかを一緒

に考えたり話し合ったりするよい機会になりま

した。親子でお互いのおすすめの本を読んでみ

るのも、新しい発見ができそうなので、やって

みたいと思いました。 

・いつもは私が本を読みきかせることが多かった

ので、親子読書で子供が私に読み聞かせてくれ

てとても楽しい時間になりました。 

 

～３年生～ 

家の人に読んであげた本：「ももたろう」 

 子供が小さいときに寝る前に話し聞かせて

あげていました。 

 今回、「お母さんに読んであげるならこ

れ！」と選んでくれました。感情を込めて、

登場人物に合わせて読んでいるのを聞いて、

こんなに上手にできるようになったんだと成

長を感じました。 

～４年生～ 

読んだ本の題名：「チョコレート病になっちゃった」 

普段は自ら本を読むという習慣がないので、

このような企画があって半ば強制的に本を読

ませることができてよかったと思います。本を

選ぶ時、いつもより文字数多めの本にチャレン

ジしようとしたようで、読んだら「おもしろか

った」と言っていました。これを機に、少しで

も読書が好きになってくれたらいいなと思い

ます。 

～５年生～ 
・小学生になってから同じ本をそれぞれ読むこと

はなかったので新鮮でした。感じたことをお互

い話したり、本に書いてあったことを実際にや

ってみたりできたので、たまには同じ本を読む

のはよいなと思いました。 

・自分なりにいつもより文字数が多い本を選んで

いたようでした。一冊の本に親子で関わるとい

うことで一緒に内容を共有するので、それにつ

いての話題から他の本の話に展開するなど、会

話が増えて楽しい時間を過ごせました。 

～６年生～ 

読んだ本の題名：「かくされた意味に気がつけるか？ 

３分間ミステリー ゆらぎ物語」 

 あまり読書をする時間をつくっていなかったの

で、とてもよい機会でした。同じ本を読んでも思

うことは人それぞれなので、子供の思いや考えを

知ることができてよかったです。 

読んだ本の題名：「海の光」 

 親子で同じ本を読み、同じ時間を過ごすことが

できてよかったです。また、本の内容について話

し合うことができて親子でコミュニケーションを

とることができました。 

北っ子広場 



 


